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良
寛
（
一
七
五
八
年
〜
一
八
三
一
年
）
は

江
戸
時
代
後
期
の
曹
洞
宗
の
僧
侶
、
歌
人
、

漢
詩
人
、
書
家
。
俗
名
、
山
本
栄
蔵
ま
た
は

文
孝
。
号
は
大
愚
。

　
良
寛
は
越
後
国
出
雲
崎
（
現
・
新
潟
県
三

島
郡
出
雲
崎
町
）
に
出
生
。
四
男
三
女
の
長

子
。
父
、
山
本
左
門
泰
雄
は
こ
の
地
区
の
名

主
・
橘
屋
で
あ
り
、
石
井
神
社
の
祠
職
を
務

め
、
以
南
と
い
う
俳
人
で
も
あ
っ
た
（
異
説

あ
り
）。
名
主
見
習
い
だ
っ
た
良
寛
は
十
八

歳
の
と
き
出
家
し
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
妻

が
居
た
と
す
る
説
が
最
近
出
て
い
る
。

　
出
家
後
、
玉
島
（
岡
山
県
倉
敷
市
）
の
円

通
寺
の
国
仙
和
尚
に
師
事
し
、
諸
国
を
転
々

と
廻
る
。
そ
の
頃
義
提
尼
よ
り
和
歌
の
影
響

を
受
け
る
。
中
国
、
四
国
、
九
州
を
行
脚
し
、

京
都
か
ら
高
野
山
に
上
り
四
〇
歳
を
過
ぎ
て

か
ら
越
後
に
帰
っ
た
。

　
四
十
八
歳
の
と
き
、
越
後
国
蒲
原
郡
国
上

村
（
現
新
潟
県
燕
市
）
国
上
山
国
上
寺
の
五

合
庵
、
六
十
一
歳
の
と
き
、
乙
子
神
社
境
内

の
草
庵
、
七
十
歳
の
と
き
島
崎
村
（
現
新
潟

県
長
岡
市
）
の
木
村
元
右
衛
門
邸
内
に
そ
れ

ぞ
れ
住
ん
だ
。
無
欲
恬
淡
な
性
格
で
、
生
涯

寺
を
持
た
ず
、
無
一
物
の
托
鉢
生
活
を
営
み

位
階
は
な
い
。
諸
民
に
信
頼
さ
れ
、
良
く
教

化
に
努
め
た
。
良
寛
自
身
、
難
し
い
説
法
を

民
衆
に
対
し
て
は
行
わ
ず
、
自
ら
の
質
素
な

生
活
を
示
す
事
や
、
簡
単
な
言
葉
（
格
言
）

に
よ
っ
て
一
般
庶
民
に
解
り
易
く
仏
法
を
説

い
た
。そ
の
姿
勢
は
一
般
民
衆
の
み
な
ら
ず
、

様
々
な
人
々
の
共
感
や
信
頼
を
得
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
最
期
を
看
取
っ
た
弟
子
の
貞
心
尼
が
『
蓮

の
露
』
に
良
寛
の
和
歌
を
集
め
た
。
良
寛
は

他
に
漢
詩
、
狂
歌
、
俳
句
、
俗
謡
に
巧
み
で
、

能
書
家
で
あ
っ
た
。
良
寛
の
書
は
古
典
を
正

確
に
学
び
、
人
格
が
に
じ
み
出
て
い
て
高
く

評
価
さ
れ
、愛
好
す
る
人
が
多
い
。
ゆ
え
に
、

贋
作
が
多
く
存
在
す
る
の
は
残
念
で
あ
る
。

　
良
寛
は
「
子
供
の
純
真
な
心
こ
そ
が
誠
の

仏
の
心
」
と
解
釈
し
、
子
供
達
と
遊
ぶ
こ
と

を
好
み
、
か
く
れ
ん
ぼ
や
、
手
毬
を
つ
い
た

り
し
て
よ
く
遊
ん
だ
と
い
う
（
懐
に
は
常
に

手
毬
と
お
は
じ
き
を
入
れ
て
い
た
ら
し
い
）。

名
書
家
と
し
て
知
ら
れ
た
良
寛
で
あ
っ
た

が
、
高
名
な
人
物
か
ら
の
書
の
依
頼
は
断
る

傾
向
が
あ
っ
た
。
が
、
子
供
達
か
ら
「
凧
に

文
字
を
書
い
て
欲
し
い
」
と
頼
ま
れ
た
時
に

は
喜
ん
で
『
天
上
大
風
』
の
字
を
書
い
た
。

あ
る
日
の
夕
暮
れ
時
に
も
、
良
寛
は
隠
れ
ん

坊
を
し
て
子
供
達
と
遊
ん
で
い
て
、
自
分
が

隠
れ
る
番
に
な
り
、
田
ん
ぼ
に
う
ま
く
隠
れ

得
た
。
し
か
し
、
日
が
暮
れ
て
暗
く
な
り
、

子
供
達
は
、
良
寛
だ
け
を
探
し
出
せ
な
い
ま

ま
、家
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
翌
朝
早
く
に
、

あ
る
農
夫
が
田
ん
ぼ
に
来
る
と
、
そ
こ
に
良

寛
が
居
た
の
で
、
驚
い
て
問
い
質
す
と
、
良

寛
は
、「
静
か
に
。
そ
ん
な
大
声
を
出
せ
ば
、

子
供
達
に
見
つ
か
っ
て
し
ま
う
で
は
な
い

か
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
類
い

の
話
が
多
く
伝
え
ら
れ
、
子
供
向
け
の
童
話

な
ど
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
で
、
良
寛
に

対
す
る
親
し
み
深
い
印
象
が
、
現
在
に
ま
で

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
戒
律
の
厳
し
い
禅
宗
の
僧
侶
で
あ
り

な
が
ら
般
若
湯
（
酒
）
を
好
み
、
良
寛
を
慕

う
民
と
頻
繁
に
杯
を
交
わ
し
た
。
ま
た
弟
子

の
貞
心
尼
に
対
し
て
ほ
の
か
な
恋
心
を
抱
い

て
い
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
今
日
、
生
家
跡
に
良
寛
堂
、
国
上
山
五
合

庵
跡
に
小
庵
、
乙
子
神
社
の
庵
跡
に
は
良
寛

の
詩
と
歌
を
刻
ん
だ
碑
が
建
て
ら
れ
、
島
崎

の
木
村
家
邸
内
に
は
遷
化
（
せ
ん
げ
）
跡
の

標
示
と
良
寛
遺
宝
堂
、
出
雲
崎
町
に
良
寛
記

念
館
が
あ
る
。
良
寛
堂
の
裏
手
に
は
良
寛
の

坐
像
が
あ
り
そ
の
視
線
の
先
に
は
日
本
海
が

広
が
っ
て
い
る
。
沖
に
見
え
る
島
影
は
、
良

寛
の
母
の
ふ
る
さ
と
佐
渡
島
で
あ
る
。

和
島
村
（
現
新
潟
県
長
岡
市
）
の
真
宗
大
谷

派
隆
泉
寺
境
内
木
村
家
墓
地
内
に
眠
る
。

（37）
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池 

大
雅

　
池 

大
雅
（
一
七
二
三
年
〜
一
七
七
六
年
）

は
、
日
本
の
江
戸
時
代
の
文
人
画
家
、
書
家
。

　
本
来
の
苗
字
は
池
野
だ
が
、
中
国
風
に
池

と
名
乗
っ
た
。
幼
名
は
又
次
郎
。
諱
は
勤
、

無
名
、
字
は
公
敏
、
貨
成
。
日
常
生
活
に
は

池
野
秋
平
の
通
称
を
名
乗
っ
た
。
雅
号
は
数

多
く
名
乗
り
、
大
雅
堂
、
待
賈
堂
、
三
岳
道

者
、
霞
樵
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
妻
の
町
は
玉
蘭
と
号
し
、
大
雅
風
の
山
水

画
を
よ
く
す
る
女
流
画
家
と
し
て
知
ら
れ

る
。
弟
子
に
木
村
兼
葭
堂
、
青
木
夙
夜
、
野

呂
介
石
、
桑
山
玉
洲
な
ど
が
い
る
。

　
一
七
二
三
年
、
京
都
銀
座
役
人
の
下
役
の

子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
父
を
四
歳
の
時
に
亡

く
し
、
経
済
的
に
苦
し
い
中
、
六
歳
で
素
読

を
始
め
、
七
歳
か
ら
本
格
的
に
唐
様
の
書
を

学
び
始
め
る
。
習
い
始
め
た
ば
か
り
の
頃
、

萬
福
寺
で
書
を
披
露
し
、
そ
の
出
来
栄
え
に

僧
た
ち
か
ら
「
神
童
」
と
絶
賛
さ
れ
た
。
柳

里
恭
（
柳
沢
淇
園
）
に
才
能
を
見
出
さ
れ
、

文
人
画
を
伝
え
ら
れ
た
。

　
大
雅
の
作
風
は
、

単
に
中
国
の
南
宗
画

様
式
を
忠
実
に
模
倣

し
た
も
の
で
は
な
く
、

桃
山
以
来
の
障
屏
画
を
は
じ
め
土
佐
派
や
琳

派
な
ど
の
日
本
の
装
飾
画
法
、
さ
ら
に
は
新

知
見
の
西
洋
画
の
写
実
的
画
法
ま
で
を
も
主

体
的
に
受
容
し
、
総
合
し
た
も
の
で
、
の
び

の
び
と
走
る
柔
ら
か
な
描
線
や
明
る
く
澄
ん

だ
色
彩
の
配
合
、
さ
ら
に
奥
深
く
広
闊
な
空

間
把
握
を
そ
の
よ
き
特
徴
と
し
て
い
る
。

　
日
本
の
自
然
を
詩
情
豊
か
に
写
し
た
『
陸

奥
奇
勝
図
巻
』（
一
七
四
九
年
）
や
『
児
島

湾
真
景
図
』、
中
国
的
主
題
に
よ
る
『
山
水

人
物
図
襖
）』（
国
宝
、
高
野
山
遍
照
光
院
）

や
『
楼
閣
山
水
図
（
岳
陽
楼
・
酔
翁
亭
図
）

屏
風
』（
国
宝
、
東
京
国
立
博
物
館
）、『
瀟

湘
勝
概
図
屏
風
』
な
ど
の
障
屏
画
、
さ
ら
に

川
端
康
成
の
蒐
集
品
と
し
て
著
名
な
『
十
便

十
宜
図
』
は
、
中
国
・
清
の
李
漁
の
『
十
便

十
宜
詩
』
に
基
づ
き
、
山
荘
で
の
隠
遁
生
活

の
便
宜
を
画
題
に
大
雅
と
蕪
村
が
共
作
し
た

画
帖
で
あ
る（
大
雅
は「
十
便
図
」を
担
当
）。

小
品
な
が
ら
、
文
人
の
理
想
と
す
る
俗
塵
を

離
れ
た
生
活
を
軽
妙
な
筆
遣
い
と
上
品
で
控

え
め
な
色
彩
で
活
写
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
お
お
ら
か
な
人
柄
を
伝
え
る
俗
気

な
い
大
雅
の
書
は
、
江
戸
時
代
書
道
史
に
ひ

と
き
わ
光
彩
を
放
つ
も
の
と
し
て
評
価
が
高

い
。

　
大
雅
は
董
其
昌
の
「
万
巻
の
書
を
読
み
万

里
の
路
を
行
く
」
と
い
う
文
人
画
の
方
法
論

に
従
っ
た
た
め
か
、
旅
と
登
山
を
好
ん
だ
。

篆
刻
家
に
し
て
画
家
の
高
芙
蓉
、
書
家
に
し

て
画
家
の
韓
天
寿
と
と
く
に
親
密
に
交
友
し

て
い
る
。

　
あ
る
日
京
都
の
庵
で
仲
間
と
富
士
山
の
話

を
し
て
い
て
盛
り
上
が
り
、『
な
ら
ば
登
ろ

う
で
は
な
い
か
』
と
、
い
き
な
り
旅
支
度
を

始
め
、
富
士
山
に
行
き
旅
巡
り
を
し
て
一
か

月
以
上
し
て
帰
っ
て
来
た
。
人
々
は
こ
れ
を

雅
談
だ
と
讃
え
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

残
っ
て
い
る
。
白
山
、
立
山
、
富
士
山
の
三

霊
山
を
と
も
に
踏
破
し
て
、
そ
の
一
部
の
紀

行
日
記
と
ス
ケ
ッ
チ
を
残
し
て
い
る
（
三
岳

紀
行
）。
こ
う
し
た
旅
と
登
山
の
体
験
は
、

大
雅
の
絵
の
特
色
で
あ
る
広
々
と
し
た
絵
画

展
開
と
、
リ
ズ
ム
感
の
あ
る
描
線
と
な
っ
て

生
か
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。

（38）

唐
詩
五
言
絶
句

十
便
十
宜
図
の
う
ち
、
釣
便
図

楼
閣
山
水
図
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市
河
米
庵
（
一
七
七
九
年
〜
一
八
五
八
年
）

は
、
江
戸
時
代
後
期
の
日
本
の
唐
様
書
家
、

漢
詩
人
。
名
は
三
亥
、
字
は
孔
陽
、
号
は
米

庵
の
ほ
か
に
楽
斎
・
百
筆
斎
・
亦
顛
道
人
・

小
山
林
堂
・
金
洞
山
人
・
金
羽
山
人
・
西
野

子
な
ど
。
通
称
は
小
左
衛
門
。
巻
菱
湖
、
貫

名
菘
翁
と
と
も
に
幕
末
の
三
筆
に
数
え
ら
れ

る
。

　
漢
詩
人
の
市
河
寛
斎
の
長
子
。
一
七
七
九

年
己
亥
九
月
亥
の
日
（
九
月
十
六
日
）
の
亥

の
刻
に
江
戸
日
本
橋
桶
町
に
生
ま
れ
た
の
で

三
亥
と
名
付
け
ら
れ
た
。

　
父 

寛
斎
や
林
述
斎
・
柴
野
栗
山
に
師
事

し
、
書
は
長
崎
に
遊
学
し
清
国
の
胡
兆
新
に

学
ぶ
。
そ
の
後
、
宋
代
の
書
家 

米
芾
や
顔

真
卿
の
書
を
敬
愛
し
、
そ
の
筆
法
を
研
鑽
す

る
。
米
庵
と
い
う
号
は
米
芾
に
由
る
。

　
隷
書
・
楷
書
を
得
意
と
し
、
一
七
九
九
年
、

二
〇
歳
の
時
に
書
塾
小
山
林
堂
を
開
い
た
。

そ
の
後
、
和
泉
橋
藤
堂
候
西
門
前
に
大
き
な

屋
敷
を
構
え
、
門
人

は
延
べ
五
千
人
に

達
し
た
と
い
う
。
徳

川
、
藤
堂
、
毛
利
、

間
部
家
な
ど
の
大
名
に
も
指
南
を
行
っ
た
。

　
一
八
一
一
年
に
富
山
藩
に
仕
え
た
が
、

一
八
二
一
年
に
家
禄
三
〇
〇
石
を
も
っ
て
加

賀
藩
前
田
家
に
仕
え
、
江
戸
と
金
沢
を
往
復

し
指
導
に
当
た
っ
た
。

　
篆
刻
も
嗜
み
、
印
譜
『
爽
軒
試
銕
』
を
遺

す
。
文
房
清
玩
に
凝
り
中
国
の
書
画
収
蔵
と

研
究
で
も
知
ら
れ
る
。
ま
た
煎
茶
を
嗜
み
、

松
井
釣
古
の
主
人
で
あ
っ
た
加
賀
屋
清
兵
衛

に
楓
川
亭
と
命
名
し
て
い
る
。『
米
庵
墨
談
』

な
ど
多
数
の
著
述
が
あ
る
。

　
一
八
五
八
年
八
〇
歳
で
世
を
去
る
。

巻 

菱
湖
（
一
七
七
七
年
〜
一
八
四
三
年
）

は
、
江
戸
時
代
後
期
の
日
本
の
書
家
。
越
後

国
巻
（
現
在
の
新
潟
市
）
に
生
ま
れ
る
。
姓

は
池
田
、
後
に
巻
を
名
乗
る
。
名
は
大
任
、

字
は
致
遠
ま
た
は
起
巌
、
菱
湖
は
号
で
、
別

号
に
弘
斎
。
通
称
は
右
内
と
称
し
た
。

　
明
治
政
府
の
官
用
文
字
は
御
家
流
か
ら
菱

湖
流
に
改
め
ら
れ
、
菱
湖
の
門
下
生
は
一
万

人
を
超
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
市
河
米

庵
、
貫
名
菘
翁
と
共
に
幕
末
の
三
筆
。

　
幼
少
の
頃
か
ら
新
潟
町
で
育
ち
、
寺
の
住

職
に
書
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。
母
親
が
自

害
し
た
後
、
十
九
歳
で
江
戸
へ
行
き
、
書
家

の
亀
田
鵬
斎
に
師
事
し
て
書
と
詩
を
学
び
、

晋
唐
以
前
の
書
法
に
傾
倒
し
た
。

　
二
十
九
歳
の
時
、『
十
体
源
流
』
を
著
し
、

書
塾
「
蕭
遠
堂
」
を
開
く
。
五
十
三
歳
の
時
、

近
衛
家
に
あ
っ
た
賀
知
章
の
『
孝
経
』
を
見

て
驚
倒
し
た
と
い
う
。
漢
詩
も
能
く
し
、
酒

を
好
み
、一
八
四
三
年
六
十
七
歳
で
没
し
た
。

　
菱
湖
は
篆
書
・
隷
書
・
楷
書
・
行
書
・
草
書
・

仮
名
の
す
べ
て
に
巧
み
で
、
特
に
楷
書
を
得

意
と
し
た
。
平
明
で
端
麗
な
書
体
は
、
千
字

文
な
ど
に
よ
り
、
世
に
広
く
書
の
手
本
と
し

て
用
い
ら
れ
、「
菱
湖
流
」
と
呼
ば
れ
た
書

風
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
書
道
界
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　
現
在
で
も
将
棋
の
駒
に
お
い
て
は
、
銘
駒

と
呼
ば
れ
る
書
体
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
、

タ
イ
ト
ル
戦
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
高
級
な
駒

な
ど
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
書
体

を
好
む
棋
士
も
多
い
と
い
う
。
な
お
、
菱
湖

自
身
が
駒
の
書
体
を
確
立
し
た
わ
け
で
は
な

く
、
大
正
時
代
頃
に
将
棋
の
専
門
棋
士
で
、

阪
田
三
吉
の
弟
子
だ
っ
た
高
濱
禎
が
菱
湖
の

書
体
を
駒
字
に
作
り
替
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
門
弟
に
菱
湖
四
天
王
（
萩
原
秋
巌
・
中
沢

雪
城
・
大
竹
蒋
塘
・
生
方
鼎
斎
）
や
巻
鴎
洲

な
ど
が
い
た
。
鴎
洲
は
菱
湖
の
子
で
、
優
れ

た
才
能
を
持
ち
な
が
ら
病
弱
の
た
め
早
世
。

巻
菱
潭
は
鴎
洲
の
門
人
で
、
鴎
洲
没
後
、
養

子
と
な
り
跡
を
つ
い
だ
。

（39）

渡
辺
崋
山
「
市
河
米
庵
像
」

市
河
米
庵
七
言
詩

巻
菱
湖
・
五
仙
騎
五
羊
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貫
名
菘
翁
（
一
七
七
八
年
〜
一
八
六
三
年
）

は
江
戸
時
代
後
期
の
儒
学
者
、
書
家
、
文
人

画
家
。

　
姓
は
吉
井
（
後
に
家
祖
の
旧
姓
貫
名
に
復

す
る
）。
名
は
苞（
し
げ
る
）。
字
は
君
茂（
く

ん
も
）、
子
善
。
通
称
は
政
三
郎
、
の
ち
に

省
吾
と
し
、
さ
ら
に
泰
次
郎
と
改
め
る
。
号

は
海
仙
、
海
客
、
海
屋
、
海
叟
、
摘
菘
人
、

摘
菘
翁
、菘
翁
な
ど
多
数
。
別
に
方
竹
山
人
、

須
静
主
人
、
三
緘
主
人
な
ど
と
名
の
っ
て
い

る
。
海
屋
、菘
翁
が
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
。

　
学
問
に
お
い
て
は
、
は
じ
め
木
村
蘭
皐
、

高
橋
赤
水
に
就
い
て
儒
学
を
学
ん
だ
。
十
七

歳
の
頃
、
母
方
の
叔
父
を
頼
り
高
野
山
で
学

問
に
励
み
、
山
内
の
図
書
を
多
数
読
ん
だ
と

伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
大
坂
の
懐
徳
堂
に
入

門
し
、
中
井
竹
山
の
下
で
経
学
や
史
学
を
学

び
、
や
が
て
塾
頭
に
な
る
。
文
化
五
年
頃
、

京
都
に
移
る
と
私
塾
須
静
堂
を
開
き
朱
子
学

を
中
心
に
教
え
た
。
晩
年
は
聖
護
院
付
近
に

移
り
住
み
、
名
産
の
野
菜
菘
に
因
ん
で
菘
翁

と
号
し
た
。
最
晩
年
に
な
っ
て
下
賀
茂
に
隠

居
し
、
下
賀
茂
神
社
に
自
ら
の
蔵
書
を
奉
納

し
た
と
き
の
目
録
「
蓼
倉
文
庫
蔵
書
目
録
」

が
残
さ
れ
て
お
り
、
菘
翁
が
学
問
を
重
視
し

て
い
た
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。

　
詩
文
は
矢
上
快
雨
に
学
ん
で
い
る
。
唐
詩

を
好
み
、
頼
山
陽
と
声
律
を
論
じ
た
こ
と
は

有
名
で
あ
る
。
当
時
は
絶
句
が
流
行
し
て
お

り
、
菘
翁
の
漢
詩
は
『
文
政
十
七
家
絶
句
』

な
ど
の
多
く
の
絶
句
集
に
掲
載
さ
れ
た
。「
増

註
聯
珠
詩
格
」
や
徐
文
弼
の
「
詩
法
簒
要
」

を
校
刊
し
門
弟
の
参
考
書
と
し
た
。

　
書
で
は
、
少
年
期
、
西
宣
行
に
米
元
章
の

書
風
を
学
ん
だ
。
高
野
山
で
は
空
海
の
真
蹟

に
強
く
啓
発
さ
れ
て
敬
慕
し
続
け
、
五
十
八

歳
の
と
き
四
国
に
渡
り
萩
原
寺
（
現 

香
川

県
観
音
寺
市
大
野
原
町
萩
原
）
に
滞
在
し
て

秘
蔵
さ
れ
る
伝
空
海「
急
就
章
」（
萩
原
寺
蔵
・

重
要
文
化
財
）
を
臨
模
し
て
い
る
。
後
に
墨

拓
と
し
て
こ
れ
を
刊
行
し
そ
の
跋
を
書
い
て

い
る
。
こ
の
跋
に
は
、
空
海
の
書
は
東
寺
に

あ
る
有
名
な
「
風
信
帖
」
と
こ
の
「
急
就
章
」

が
も
っ
と
も
よ
い
と
し
、
そ
の
源
流
を
奈
良

時
代
の
魚
養
に
求
め
、
さ
ら
に
魚
養
は
唐
写

経
に
由
来
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
当
時
の
墨
帖
は
粗
末
な
も
の
が
多
く
到
底

手
習
い
の
元
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
菘
翁
は
王
羲
之
・
王
献
之
の
正
し
い
伝

統
を
確
実
に
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
こ

の
た
め
古
典
や
真
蹟
を
重
ん
じ
、
そ
れ
が
適

わ
な
け
れ
ば
法
帖
や
碑
版
を
蒐
集
し
臨
書
し

て
学
ん
だ
。
唐
代
の
鄭
審
則
の
書
に
つ
い
て

も
、
わ
ざ
わ
ざ
比
叡
山
に
登
っ
て
こ
れ
を
臨

模
し
て
い
る
。

　
書
風
は
当
時
流
行
の
明
清
風
の
唐
様
に
対

し
て
唐
晋
風
と
さ
れ
、
楷
書
は
欧
陽
詢
、
虞

世
南
、褚
遂
良
、顔
真
卿
に
、行
書
は
王
羲
之
、

褚
遂
良
、
草
書
は
孫
過
庭
に
影
響
さ
れ
た
。

日
下
部
鳴
鶴
は
菘
翁
が
晩
年
に
な
る
ほ
ど
筆

力
が
強
く
な
っ
て
い
る
と
驚
嘆
し
て
い
る
。 

書
画
で
盛
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
が
、
特

に
書
は
市
河
米
庵
・
巻
菱
湖
と
並
ん
で
幕
末

の
三
筆
に
数
え
ら
れ「
近
世
第
一
の
能
書
家
」

と
称
え
ら
れ
た
。

　
最
晩
年
八
十
五
歳
の
時
に
中
風
で
倒
れ
る

が
挫
け
ず
、
筆
を
握
り
続
け
書
画
の
制
作
に

打
ち
込
む
。
こ
の
と
き
の
作
品
を「
中
風
様
」

と
呼
び
、
傑
作
と
さ
れ
る
。

　
画
は
叔
父
矢
野
典
博
に
狩
野
派
の
画
法
を

学
ん
だ
が
、
明
の
銭
穀
の
「
真
景
山
水
図
」

を
観
て
以
来
、
文
人
画
に
傾
倒
す
る
。
後
に

大
坂
で
は
鼎
春
岳
、
濱
田
杏
堂
、
京
都
で
は

浦
上
春
琴
、
中
林
竹
洞
、
山
本
梅
逸
ら
、
当

時
一
流
の
文
人
画
家
と
親
し
く
交
流
す
る
う

ち
文
人
画
の
技
法
を
修
得
し
た
も
の
と
推
察

さ
れ
る
。
還
暦
を
目
前
に
長
崎
で
は
祖
門
鉄

翁
か
ら
南
画
の
画
法
を
受
け
た
。
田
能
村
竹

田
は
そ
の
著
『
竹
田
荘
師
友
画
録
』
で
頼
山

陽
や
野
呂
介
石
と
並
べ
て
菘
翁
の
「
送
行
図

巻
」
を
激
賞
し
た
。
精
緻
な
山
水
画
の
他
に

も
墨
竹
や
菊
・
松
な
ど
の
題
材
を
好
ん
で
画

い
て
い
る
。
門
弟
に
多
く
の
優
れ
た
文
人
画

家
が
育
っ
た
。
ま
た
、
菘
翁
は
画
論
に
も
長

け
て
お
り
五
十
六
歳
の
頃
、
伊
勢
の
浜
地
庸

山
の
著
し
た
中
国
画
論
『
山
水
高
趣
』
に
題

言
を
寄
せ
、
紀
春
琴
の
『
論
画
詩
』
に
も
評

を
加
え
て
い
る
。

（40）

山
水
図
（
雲
仙
秋
景
図
）

山
水
詩
画
双
幅

七
言
絶
句
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６
、
江
戸
時
代
の
和
様

近
衞 

信
尹
（
一
五
六
五
〜
一
六
一
四
年
）
は
、

安
土
桃
山
時
代
の
公
家
。
近
衛
前
久
の
子
。
母

は
波
多
野
惣
七
の
娘
。
初
名
、
信
基
、
信
輔
。

号
は
三
藐
院
。

　
一
五
七
七
年
に
元
服
。
加
冠
の
役
を
つ
と
め

た
の
が
織
田
信
長
で
、
信
長
か
ら
一
字
を
賜

り
信
基
と
名
乗
る
。
一
五
八
〇
年
に
内
大
臣
、

一
五
八
五
年
に
左
大
臣
と
な
る
。
関
白
の
位
を

め
ぐ
り
二
条
昭
実
と
口
論
と
な
り
、
菊
亭
晴
季

の
蠢
動
で
、
豊
臣
秀
吉
に
関
白
就
任
の
口
実
を

与
え
て
し
ま
っ
た
。
実
に
藤
原
氏
一
門
以
外
の

者
が
関
白
に
つ
い
た
の
は
、
秀
吉
と
甥
の
豊
臣

秀
次
だ
け
で
あ
る
。
秀
吉
が
秀
次
に
関
白
位
を

譲
っ
た
こ
と
に
、
内
心
、
穏
や
か
で
は
な
く
、

一
五
九
二
年
正
月
に
左
大
臣
を
辞
し
た
。

　
信
尹
は
、
幼
い
頃
か
ら
父
と
と
も
に
地
方
で

過
ご
し
、
信
長
の
小
姓
ら
と
仲
良
く
す
る
機
会

が
多
か
っ
た
た
め
に
武
士
に
憧
れ
て
い
た
と
い

う
。
朝
鮮
出
兵
の
時
も
渡
海
す
る
た
め
京
都
を

出
奔
し
肥
前
名
護
屋
に
赴
い
た
。
後
陽
成
天
皇

は
こ
れ
を
危
惧
し
、
勅
書
を
秀
吉
に
賜
っ
て
信

尹
の
渡
海
を
く
い
止
め
よ
う
と
図
っ
た
。
余
り

に
奔
放
な
行
動
で
あ
り
、
一
五
九
四
年
、
後
陽

成
天
皇
の
勅
勘
を
蒙
る
羽
目
に
陥
っ
た
。

　
信
尹
は
薩
摩
に
三
年
間
配
流
と
な
り
、
そ
の

間
の
事
情
を

日
記
「
三
藐

院
記
」
に
詳

述
し
た
。
京

よ
り
四
十
五

人
の
供
を
連

れ
、
坊
の
御

仮
屋
に
滞

在
、
諸
所
を

散
策
、
坊
津

八
景
、枕
崎・

鹿
籠
八
景
等

の
和
歌
を
詠

ん
だ
。
地
元

に
親
し
み
、

書
画
を
教

え
、
豊
祭
殿

の
秋
祭
や
御

所
言
葉
、
都
の
文
化
を
伝
播
。
当
代
一
流
の
文

化
人
と
し
て
薩
摩
の
文
化
に
貢
献
し
た
。
ま
た

こ
の
時
期
書
道
に
開
眼
し
た
と
さ
れ
る
。
書
道

は
青
蓮
院
流
を
学
び
、
更
に
こ
れ
を
発
展
さ
せ

て
一
派
を
形
成
し
、
近
衞
流
、
ま
た
は
三
藐
院

流
と
称
さ
れ
る
。
本
阿
弥
光
悦
、
松
花
堂
昭
乗

と
と
も
に
「
寛
永
の
三
筆
」
と
後
世
、
能
書
を

称
え
ら
れ
た
。

　
配
流
中
の
世
話
役
で
あ
っ
た
御
仮
屋
守
・
噯
・

宮
田
但
馬
守
宗
義
に
「
信
」
の
字
を
与
え
信
景

と
し
た
。
現
在
、
近
衞
屋
敷
跡
は
近
衞
公
園
と

な
り
、
近
衞
文
麿
に
依
る
碑
も
建
立
、
お
手
植

え
の
藤
は
季
節
に
花
を
咲
か
せ
る
。

　
一
五
九
六
年
勅
許
が
下
り
京
都
に
戻
る
。

一
六
〇
〇
年
、
関
ヶ
原
の
乱
の
後
、
左
大
臣
に

復
職
。
一
六
〇
五
年
に
は
念
願
の
関
白
と
な
る
。

一
六
一
四
年
薨
去
。
享
年
五
十
歳
。
京
都
東
福

寺
に
葬
ら
れ
る
。
信
尹
に
は
庶
子
し
か
居
な

か
っ
た
の
で
、
後
陽
成
天
皇
第
四
皇
子
で
信
尹

の
同
腹
の
妹
中
和
門
院
前
子
の
産
ん
だ
二
宮
を

後
継
に
選
び
、
近
衞
信
尋
を
名
の
り
継
が
せ
た
。

 

本
阿
弥 

光
悦（
一
五
五
八
〜
一
六
三
七
年
）は
、

江
戸
時
代
初
期
の
書
家
、
陶
芸
家
、
芸
術
家
。

書
は
寛
永
の
三
筆
の
一
人
と
称
さ
れ
、
そ
の
書

流
は
光
悦
流
の
祖
と
仰
が
れ
る
。

　
刀
剣
の
鑑
定
、
研
磨
、
浄
拭
を
家
業
と
す
る

京
都
の
本
阿
弥
光
二
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ

る
。
父
光
二
は
、
元
々
多
賀
高
忠
の
次
男
片
岡

次
大
夫
の
次
男
で
、
初
め
子
が
な
か
っ
た
本
阿

弥
光
心
の
婿
養
子
と
な
っ
た
が
、
後
に
光
心
に

実
子
が
生
ま
れ
た
た
め
、
自
ら
本
家
を
退
き
別

家
を
立
て
た
。
光
悦
も
こ
う
し
た
刀
剣
関
係
の

家
業
に
従
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
手
紙
の

中
に
刀
剣
に
触
れ
た
も
の
は
殆
ど
み
ら
れ
な

い
。
今
日
で
は
「
寛
永
の
三
筆
」
の
一
人
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
書
家
と
し
て
、
ま
た
、
陶
芸
、

漆
芸
、
出
版
、
茶
の
湯
な
ど
に
も
携
わ
っ
た
文

化
人
と
し
て
そ
の
名
を
残
す
。

　
光
悦
は
、
洛
北
に
芸
術
村
（
光
悦
村
）
を
築

い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
一
六
一
五
年
、
光

悦
は
、
徳
川
家
康
か
ら
鷹
峯
の
地
を
拝
領
し
、

本
阿
弥
一
族
や
町
衆
、
職
人
な
ど
の
法
華
宗
徒

仲
間
を
率
い
て
移
住
し
た
。
王
朝
文
化
を
尊
重

し
、
後
水
尾
天
皇
の
庇
護
の
下
、
朝
廷
と
も
つ

な
が
り
の
深
か
っ
た
光
悦
を
都
か
ら
遠
ざ
け
よ

う
と
い
う
の
が
、
家
康
の
真
の
意
図
だ
っ
た
と

も
言
わ
れ
る
が
定
か
で
は
な
い
。
光
悦
の
死
後
、

光
悦
の
屋
敷
は
日
蓮
宗
の
寺（
光
悦
寺
）と
な
っ

て
い
る
。

　
俵
屋
宗
達
、
尾
形
光
琳
と
と
も
に
、
琳
派
の

創
始
者
と
し
て
、
光
悦
が
後
世
の
日
本
文
化

に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。
陶
芸
で
は
常
慶
に

習
っ
た
と
思
わ
れ
る
楽
焼
の
茶
碗
、
漆
芸
で
は

装
飾
的
な
図
柄
の
硯
箱
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
、

本
人
が
ど
こ
ま
で
制
作
に
関
与
し
た
か
は
定
か

で
は
な
い
。

（41）

源
氏
物
語
抄

『蓮下絵和歌巻』　　本阿弥光悦書、俵屋宗達画
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松
花
堂 

昭
乗
（
一
五
八
二
〜
一
六
三
九
年
）

は
、
江
戸
時
代
初
期
の
真
言
宗
の
僧
侶
、
文
化

人
。
俗
名
は
中
沼
式
部
。
堺
の
出
身
。
豊
臣
秀

次
の
子
息
と
の
俗
説
も
あ
る
。

　
書
道
、
絵
画
、
茶
道
に
堪
能
で
、
特
に
能
書

家
と
し
て
高
名
で
あ
り
、
書
を
近
衛
前
久
に
学

び
、
大
師
流
や
定
家
流
も
学
び
，
独
自
の
松
花

堂
流
（
滝
本
流
と
も
い
う
）
と
い
う
書
風
を
編

み
出
し
、
近
衛
信
尹
、
本
阿
弥
光
悦
と
と
も
に

「
寛
永
の
三
筆
」
と
称
せ
ら
れ
た
。
な
お
松
花

堂
弁
当
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
が
昭
乗
に
間
接

的
に
由
来
す
る
と
す
る
説
が
あ
る
。

　
昭
乗
の
兄
（
中
沼
左
京
）
が
一
乗
院
門
跡
尊

勢
（
近
衛
信
尹
の
次
弟
）
に
仕
え
て
い
た
こ
と

に
よ
り
、一
五
九
三
年
頃
近
衛
信
尹
に
仕
え
る
。

一
五
九
八
年
、
石
清
水
八
幡
宮
に
入
り
出
家
、

瀧
本
坊
実
乗
に
師
事
し
て
密
教
を
学
ぶ
。
そ
の

後
、
権
僧
都
宝
弁
に
つ
い
て
両
部
灌
頂
を
う
け

阿
闍
梨
位
に
上
が
っ
た
。

　
一
六
一
五
年
五
月
、
大
坂
落
城
後
、
狩
野
山

楽
を
匿
っ
て
い
た
こ
と
で
徳
川
方
の
厳
し
い
詮

索
を
受
け
た
が
、昭
乗
は「
山
楽
は
絵
師
で
あ
っ

て
武
士
に
あ
ら
ず
」
と
言
い
張
り
、
事
な
き
を

得
る
。

　
一
六
一
九
年
、
徳
川
義
直
と
近
衛
信
尋
を
対

面
さ
せ
る
た
め
奔
走
。
一
六
二
三
年
、
将
軍
秀

忠
・
家
光
の
上
洛
に
際
し
て
の
準
備
に
奔
走
。

翌
年
、
近
衛
信
尋
の
推
挙
で
将
軍
家
書
道
師
範

と
し
て
江
戸
に
下
向
す
る
。

　
一
六
二
六
年
、
徳
川
義
直
を
席
主
と
し
た
茶

会
（
昭
乗
は
小
堀
遠
州
と
と
も
に
近
衛
信
尋
、

一
条
昭
良
、
一
乗
院
尊
覚
法
親
王
、
八
条
宮
智

仁
親
王
等
を
招
待
）
を
催
し
、
公
武
間
の
斡
旋

に
尽
力
す
る
。

　
一
六
二
七
年
実
乗
の
死
後
、
瀧
本
坊
住
職
と

な
る
。

　
一
六
二
八
年
大
徳
寺
龍
光
院
蜜
庵
で
、
江
月

宗
玩
の
た
め
に
小
堀
遠
州
、
狩
野
探
幽
と
と
も

に
絵
筆
を
ふ
る
う
（
床
脇
小
襖
絵
）。
小
堀
遠

州
は
昭
乗
の
た
め
に
瀧
本
坊
に
茶
室「
閑
雲
軒
」

を
つ
く
る
。
一
六
三
七
年
、
瀧
本
坊
の
焼
失
を

期
に
瀧
本
坊
を
弟
子
の
乗
淳
（
昭
乗
の
兄
中
沼

左
京
の
子
）
に
譲
り
、
自
ら
は
猩
々
と
号
し
て

風
雅
の
生
活
を
送
る
。
十
二
月
、
住
坊
泉
坊
の

一
隅
に
方
丈
を
建
て
て
松
花
堂
と
称
し
た
。

　
一
六
三
九
年
頃
か
ら
昭
乗
の
背
中
に
腫
物
が

で
き
、
昭
乗
は
痛
み
を
こ
ら
え
る
日
々
が
続
い

た
。
昭
乗
の
師
で
あ
っ
た
実
乗
、
ま
た
実
乗
の

師
の
乗
裕
も
背
中
に
腫
物
が
で
き
、
そ
れ
が
原

因
で
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
に

自
分
の
死
期
を
悟
っ
た
模
様
。
伏
見
奉
行
だ
っ

た
小
堀
遠
州
は
、
昭
乗
を
伏
見
に
呼
び
、
名
医

に
よ
る
治
療
を
受
け
さ
せ
た
が
効
果
は
な
く
、

同
年
九
月
十
八
日
、
五
十
五
歳
の
生
涯
を
閉
じ

た
。
本
阿
弥
光
悦
の
八
〇
歳
な
ど
「
寛
永
の
三

筆
」
の
中
で
は
短
命
で
あ
っ
た
。

　
加
藤 

千
蔭
（
一
七
三
五
〜
一
八
〇
八
年
）

は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
国

学
者
・
歌
人
・
書
家
。
父
は
加
藤
枝
直
。
姓
を

橘
氏
と
す
る
こ
と
か
ら
、橘
千
蔭
と
も
称
す
る
。

通
称
は
又
左
衛
門
。
字
は
常
世
麿
。
号
は
芳
宜

園
な
ど
。

　
歌
人
で
江
戸
町
奉
行
の
与
力
で
あ
っ
た
父
・

枝
直
の
後
を
つ
い
で
吟
味
役
と
な
っ
た
が
、
寛

政
の
改
革
に
あ
た
り
、
一
七
八
八
年
町
奉
行
与

力
を
辞
し
、
学
芸
に
専
念
し
た
。

　
若
く
し
て
諸
芸
を
学
ん
だ
が
、
特
に
国
学
を

賀
茂
真
淵
に
学
び
、
退
隠
後
、
師
真
淵
の
業
を

受
け
継
ぎ
、
同
じ
く
真
淵
の
弟
子
で
あ
っ
た
本

居
宣
長
の
協
力
を
得
て
『
万
葉
集
略
解
』
を
著

し
た
。

　
和
歌
に
つ
い
て
は
、
千
蔭
の
歌
風
は
『
古
今

和
歌
集
』
前
後
の
時
期
の
和
歌
を
理
想
と
す
る

高
調
典
雅
な
も
の
で
、
村
田
春
海
と
並
び
称
さ

れ
、
歌
道
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
、
万
葉
学

の
重
鎮
と
し
て
慕
わ
れ
た
。
門
人
に
大
石
千
引

や
清
原
雄
風
が
い
る
。

　
書
に
秀
で
、
松
花
堂
昭
乗
に
な
ら
い
和
様
書

家
と
し
て
一
家
を
な
し
、
仮
名
書
の
法
帖
を
数

多
く
出
版
し
た
。

　
絵
は
、
は
じ
め
建
部
綾
足
に
漢
画
を
学
ん
だ

が
、
そ
の
後
大
和
絵
風
の
絵
画
に
転
じ
た
。

（42）

三
十
六
歌
仙
色
紙

行
草
書
五
字

千
蔭
百
人
一
首
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近
衞  

家
熈
（
一
六
六
七
年
〜
一
七
三
六
年
）

は
、
江
戸
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
公

家
。
父
は
関
白
太
政
大
臣
を
つ
と
め
た
近
衛
基

熈
、
母
は
後
水
尾
天
皇
の
皇
女
の
常
子
内
親
王
。

　
一
六
六
七
年
京
都
で
誕
生
。
幼
名
は
増
君
。

一
六
七
三
年
に
元
服
し
、
従
五
位
上
に
叙
せ
ら

れ
た
。
同
時
に
昇
殿
を
許
さ
れ
る
。
一
六
七
六

年
、
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
る
。
一
六
八
六
年

二
〇
歳
で
内
大
臣
と
な
る
。
一
六
九
三
年
に
右

大
臣
、
一
七
〇
四
年
左
大
臣
。
一
七
〇
七
年
関

白
に
就
任
す
る
。
一
七
〇
九
年
に
中
御
門
天
皇

の
摂
政
と
な
り
、
更
に
翌
年
に
太
政
大
臣
に

任
ぜ
ら
れ
る
。
一
七
一
一
年
太
政
大
臣
辞
任
。

一
七
一
二
年
摂
政
辞
任
。
一
七
二
五
年
准
三
后

の
宣
下
。
同
年
十
二
月
に
落
飾
し
、
豫
樂
院
と

号
す
る
。
家
熈
の
号
に
は
墨
汝
・
虚
舟
子
ま
た

吾
楽
軒
・
昭
々
堂
主
人
な
ど
が
あ
る
。

　
書
道
は
、
は
じ
め
加
茂
流
を
学
び
、
更
に
近

衛
家
や
他
に
伝
わ
る
空
海
・
小
野
道
風
ら
の
書

に
学
び
独
自
の
境
地
を
切
り
開
い
た
。
家
熈
の

父
・
祖
父
と
も
、
曽
祖
父
の
近
衛
信
尋
が
寛
永

の
三
筆
に
あ
げ
ら
れ
た
近
衛
信
尹
の
養
子
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
三
藐
院
流
を
継
承
。
三
藐
院

流
と
は
近
衛
信
尹
の
書
を
祖
と
す
る
流
派
で
、

禅
僧
の
書
の
雄
勁
剛
強
を
ま
じ
え
た
独
特
の

書
風
は
ひ
ろ
く
世
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
家
熈
も

三
藐
院
流
を
学
ぶ
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
賀

茂
流
藤
木
敦
直
を
学
ん
で
い
る
。
家
熈
の
書

例
を
見
る
と
、
自
運
に
よ
る
詩
歌
文
章
が
あ

り
、
加
え
て
古
典
臨
書
が
数
多
く
遺
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
臨
書
対
象
は
、
わ
が
国
の
漢
字
、
仮

名
の
名
跡
古
筆
を
は
じ
め
、
中
国
の
碑
法
帖
に

ま
で
及
ぶ
。
ま
た
、
そ
の
多
く
が
真
筆
か
ら
の

臨
書
や
摸
書
・
双
鈎
で
あ
る
こ
と
も
特
筆
さ
れ

る
。
そ
の
態
度
は
、
原
本
に
忠
実
で
摸
書
双
鈎

な
ど
は
虫
喰
ま
で
も
写
し
、
使
用
料
紙
を
複
製

し
て
い
る
。

　
我
が
国
の
書
は
、
中
国
書
道
と
密
接
に
む
す

び
つ
い
た
三
筆
に
始
ま
っ
て
以
来
、
各
時
代
に

特
徴
あ
る
書
は
表
れ
る
も
の
の
、
多
く
は
流
派

書
道
い
わ
ゆ
る
伝
授
書
道
が
大
勢
を
占
め
て

き
た
。
こ
れ
を
打
破
し
た
の
は
江
戸
期
の
唐

様
の
流
行
だ
が
、
こ
れ
も
当
時
の
中
国
書
の

移
入
で
あ
り
、
一
時
で
あ
っ
た
。
明
治
に
入

り
、
清
朝
書
法
と
の
直
結
に
よ
り
中
国
書
の
原

点
に
、
い
わ
ば
三
筆
の
原
点
に
回
帰
す
る
こ
と

に
な
る
。
こ
う
し
た
我
が
国
の
書
史
の
な
か

で
、
家
熈
は
数
少
な
い
古
典
臨
書
に
徹
し
た
人

と
言
え
よ
う
。
臨
書
と
い
う
点
で
は
良
寛
な
ど

も
当
た
る
が
、
そ
の
臨
書
対
象
の
広
さ
は
家
熈

た
だ
一
人
と
言
っ
て
よ
い
程
だ
。
家
熈
臨
本
に

は
、
原
跡
が
今
日
伝
わ
ら
な
い
も
の
が
少
な
く

な
い
。
家
熈
臨
本
に
よ
っ
て
の
み
知
ら
れ
る
こ

れ
ら
は
大
切
な
研
究
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
絵
画
は
水
墨
画
を
好
ん
で
描
き
佳
作
と
評

さ
れ
る
。
茶
道
は
慈
胤
法
親
王
を
師
と
し
た
。

有
職
故
実
に
も
堪
能
で
、
礼
典
儀
礼
を
研
究

し
、『
唐
六
典
』
の
校
勘
を
長
年
継
続
し
て
、

致
仕
後
の
一
七
二
四
年
に
二
〇
年
の
歳
月
を

か
け
て
完
成
さ
せ
、
家
熙
の
没
後
に
刊
行
さ
れ

た
。
ま
た
、
公
家
茶
道
に
通
じ
た
茶
人
で
あ
り
、

『
槐
記
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
ら
茶
事
を

お
こ
な
い
、
侘
び
茶
人
と
の
交
流
で
も
知
ら
れ

る
。

　
な
お
、
家
熈
の
人
と
な
り
や
博
学
多
才
ぶ

り
、高
い
見
識
の
ほ
ど
に
つ
い
て
は
、侍
医
（
専

門
は
現
代
で
言
う
小
児
科
）
で
、
茶
人
で
あ
っ

た
山
科
道
安
が
そ
の
言
行
を
日
録
風
に
記
し

た
『
槐
記
』
十
一
巻
に
よ
り
、
如
実
に
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
一
七
三
六
年
十
月
三
日
薨
去
。
享
年
七
〇

歳
。
京
都
市
北
区
の
京
都
大
徳
寺
に
葬
ら
れ
る
。

　
家
熈
は
一
七
三
一
年
、
雷
鳴
と
稲
妻
と
は
同

時
に
発
生
す
る
も
の
と
し
、
距
離
に
比
例
し
て

雷
鳴
が
後
れ
る
こ
と
を
書
き
記
し
て
い
る
。

（43）

臨
　
藤
原
佐
理
『
松
前
帖
』

近
衞
家
熈
『
後
撰
和
歌
集
』
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一
〇
、
明
治
時
代

１
、
明
治
時
代

　
明
治
天
皇
が
十
二
月
に
即
位
、
王
政
復
古
の

大
号
令
を
発
し
、
新
政
府
は
天
皇
を
中
心
と
し

た
新
し
い
国
家
体
制
を
築
く
こ
と
を
目
指
し

て
、
江
戸
を
東
京
と
改
め
、
天
皇
が
東
京
に
行

幸
し
て
こ
こ
を
日
本
の
新
し
い
政
治
の
中
心

に
据
え
た
（
東
京
奠
都
）。
こ
の
明
治
天
皇
の

治
世
が
明
治
時
代
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
明
治
政

府
の
樹
立
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
薩
長

土
肥
の
四
藩
は
新
政
府
で
も
強
大
な
権
力
を

握
っ
た
。
な
お
、
幕
末
に
は
薩
長
と
共
に
尊
王

攘
夷
運
動
を
主
導
し
て
き
た
水
戸
藩
は
「
天
狗

党
」
と
「
諸
生
党
」
の
藩
内
抗
争
で
人
材
が
失

わ
れ
、
明
治
新
政
府
で
は
め
ぼ
し
い
人
材
は
皆

無
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
尊
皇
思
想
に
基
づ
き
、
天
皇
は
親
政
を
行

い
、
人
民
を
直
接
統
治
す
る
と
し
た
。
し
か
し
、

一
八
九
〇
年
（
明
治
二
十
三
年
）
に
大
日
本
帝

国
憲
法
（
明
治
憲
法
）
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
は
、

明
治
天
皇
は
青
年
期
で
あ
り
、
天
皇
以
外
に
も

薩
摩
藩
や
長
州
藩
の
出
身
者
が
政
治
の
実
権

を
握
っ
て
い
た
。
明
治
改
元
の
時
に
は
、
明
朝

時
代
の
中
国
を
模
倣
し
て
一
世
一
元
の
制
を

定
め
、
天
皇
の
名
（
厳
密
に
は
追
号
）
を
元
号

と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
陰
陽
五
行
思
想
的
改
元

を
廃
止
し
た
。

　
こ
の
明
治
時
代
は
、
欧
米
列
強
の
植
民
地
化

を
免
れ
る
為
に
近
代
化
を
推
進
し
た
時
代
で

あ
り
、
世
界
史
的
に
見
れ
ば
、
日
本
の
産
業
革

命
時
代
で
あ
る
。
西
洋
化
と
近
代
化
が
幕
末
か

ら
始
ま
っ
て
明
治
年
間
で
達
成
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、「
幕
末
・
明
治
」
と
く
く
ら
れ
る
事
も

多
い
。
な
お
、「
幕
末
・
明
治
」
と
い
う
く
く

り
は
、不
平
等
条
約
の
締
結（
一
八
五
四
年（
安

政
元
年
））
か
ら
完
全
撤
廃
（
一
九
一
一
年
（
明

治
四
十
四
年
））
ま
で
の
時
代
と
一
致
す
る
。

中
央
集
権
的
な
王
政
復
古
の
過
程
か
ら
「
王
政

維
新
」
と
も
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
一
八
七
〇
年

代
（
明
治
初
期
）
は
文
明
開
化
を
略
し
「
開
化

期
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

２
、
明
治
時
代
の
書

　
江
戸
時
代
末
期
、「
御
家
流
で
な
け
れ
ば
書

に
し
て
書
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
偏
見
が
あ
っ
た

が
、
御
家
流
全
盛
の
時
代
に
も
唐
様
を
書
く
も

の
が
あ
り
、
そ
の
多
く
は
文
人
墨
客・儒
学
者・

医
者
な
ど
で
あ
っ
た
。
幕
府
が
倒
れ
て
明
治
政

府
に
な
り
、
政
治
の
中
心
で
あ
る
太
政
官
の

文
書
課
に
は
、
幕
府
時
代
の
唐
様
を
書
く
人
々

が
多
く
職
を
奉
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
巌
谷

一
六
・
日
下
部
鳴
鶴
・
長
松
秋
琴
・
菱
田
海
鴎
・

北
川
泰
明
な
ど
に
よ
っ
て
宮
中
府
中
の
文
書

（44）

要
守
孝

は
唐
様
で
執
筆
さ
れ
る
よ
う
な
り
、
日
本
の

書
風
に
一
大
変
遷
を
来
た
し
た
原
因
と
な
っ

た
。
当
時
の
唐
様
と
い
え
ば
、
西
で
は
海
屋
流
、

東
で
は
菱
湖
流
・
米
庵
流
な
ど
が
新
派
の
頭

目
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
十
年
程
は
変
遷
も

な
く
、
し
ば
ら
く
唐
様
が
発
展
し
た
。
　

　
金
石
学
に
通
じ
て
い
た
楊
守
敬
が
明
治

十
三
年
（
一
八
八
〇
年
）
に
来
朝
し
、
日
下

部
鳴
鶴
な
ど
に
六
朝
の
書
法
を
伝
え
六
朝
派

の
書
風
が
始
ま
る
。
そ
の
後
、
中
林
梧
竹
が

渡
清
し
書
法
の
研
究
に
従
事
し
た
。
こ
の
梧

竹
の
留
学
と
楊
守
敬
の
来
朝
に
よ
っ
て
、
維

新
の
初
年
、
御
家
流
を
滅
ぼ
し
た
唐
様
の
新

派
に
代
わ
っ
て
六
朝
書
道
が
流
行
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
来
、
明
治
の
終
局

ま
で
大
体
に
お
い
て
我
が
国
の
書
風
に
変
化

と
い
う
も
の
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
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３
、
菱
湖
流

　
唐
様
の
新
派
の
中
で
巻
菱
湖
の
書
風
が
隆

盛
。
仮
名
も
菱
湖
の
字
体
に
調
和
し
た
千
蔭
流

が
用
い
ら
れ
た
。
欧
陽
詢
風
の
新
鮮
で
明
る
い

菱
湖
流
が
明
治
維
新
の
新
興
の
感
覚
に
受
け

入
れ
ら
れ
、
明
治
政
府
の
官
用
文
字
は
御
家
流

か
ら
菱
湖
流
に
改
め
ら
れ
た
。
中
沢
雪
城
が
師

風
を
継
承
し
、
後
に
巌
谷
一
六
・
西
川
春
洞
な

ど
の
大
家
を
輩
出
す
る
。
ま
た
、
菱
湖
の
門
弟

の
巻
菱
潭
が
習
字
教
科
書
の
執
筆
者
に
な
る

な
ど
、
菱
湖
流
は
主
に
教
育
面
と
実
用
面
で
そ

の
後
も
貢
献
す
る
。

 

４
、
楊
守
敬
の
渡
来
と
そ
の
影
響

　
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
年
）
に
楊
守
敬
は

漢
魏
六
朝
の
碑
帖
一
万
三
千
点
を
携
え
て
来

日
。
そ
れ
ま
で
貧
弱
な
版
本
を
頼
り
に
研
究
し

て
い
た
日
本
の
書
道
界
に
大
き
な
影
響
を
与

え
、
特
に
漢
碑
や
北
魏
の
碑
に
注
目
が
集
ま
っ

た
。
奈
良
時
代
以
降
、
日
本
の
書
は
晋
唐・宋・

元
・
明
清
の
書
を
典
拠
に
し
て
き
て
お
り
、
漢

碑
や
北
碑
は
日
下
部
鳴
鶴
ら
の
目
に
奇
異
で

新
鮮
に
映
っ
た
。
そ
し
て
巌
谷
一
六
・
松
田
雪

柯
・
日
下
部
鳴
鶴
の
三
人
は
、
ほ
と
ん
ど
日
課

の
様
に
楊
守
敬
を
訪
ね
書
法
を
問
い
、
こ
れ
が

六
朝
書
道
流
行
の
発
端
と
な
っ
た
。
こ
の
後
、

日
本
人
の
渡
清
が
相
次
ぐ
。

　
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
年
）
中
林
梧
竹
が

余
元
眉
と
と
も
に
清
に
渡
り
潘
存
を
訪
れ
書

法
の
研
究
に
従
事
し
た
。
帰
国
後
、
長
崎
方
面

で
六
朝
派
の
書
風
を
鼓
吹
し
、
後
に
東
上
し
て

日
下
部
鳴
鶴
ら
と
交
流
し
た
が
、
楊
守
敬
の
説

と
は
往
々
見
解
が
異
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
の
梧
竹
の
留
学
は
楊
守
敬
の
来
朝
と
と
も

に
六
朝
風
勃
興
の
最
大
原
因
と
な
っ
た
。
続
い

て
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
年
）
鳴
鶴
が
渡

清
し
、
兪
樾
、
楊
峴
、
呉
大
澂
な
ど
の
大
家
を

尋
ね
た
。

５
、
徐
三
庚
の
影
響

　
北
方
心
泉
は
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
年
）、

東
本
願
寺
の
命
に
よ
り
布
教
の
た
め
に
渡
清
。

そ
の
後
も
数
度
渡
航
し
、
兪
樾
と
交
わ
る
が
、

当
時
の
大
家
徐
三
庚
を
最
も
よ
く
学
ん
だ
と

言
わ
れ
る
。
岸
田
吟
香
と
円
山
大
迂
は
明
治

十
二
年
（
一
八
七
九
年
）
頃
、
吟
香
が
上
海
に

開
い
た
商
業
上
の
関
係
を
機
縁
と
し
て
徐
三

庚
に
親
近
し
教
え
を
受
け
た
。
秋
山
碧
城
は
明

治
十
九
年
（
一
八
八
六
年
）
渡
清
し
、
徐
三
庚

の
も
と
で
永
年
学
び
、
師
の
書
風
を
伝
え
て
い

る
。
西
川
春
洞
は
日
本
で
秋
山
碧
城
が
清
か
ら

持
ち
帰
っ
た
徐
三
庚
の
書
を
学
び
、
徐
三
庚
へ

傾
倒
し
た
。
当
時
は
通
常
、
楷
・
行
・
草
書
を

学
ぶ
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
春
洞
は
書
域
を
隷

書
・
篆
書
ま
で
広
げ
た
。

６
、
帖
学
派
と
碑
学
派

明
治
に
入
っ
て
清
の
碑
学
派
と
の
交
流
に
よ

り
、
北
碑
の
書
な
ど
を
中
心
に
新
風
が
で
き
た

が
、
こ
れ
に
同
調
し
な
い
動
き
も
あ
っ
た
。
成

瀬
大
域
、
長
三
洲
、
日
高
梅
溪
、
吉
田
晩
稼
、

金
井
金
洞
な
ど
は
伝
統
的
な
書
を
守
ろ
う
と

し
、
唐
の
顔
真
卿
の
書
法
を
主
張
し
た
。
そ
し

て
長
三
洲
の
門
弟
の
日
高
梅
溪
が
国
定
習
字

教
科
書
の
執
筆
者
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

時
代
の
教
科
書
の
書
風
は
顔
法
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
保
守
派
と
革
新
派
と
の
対
立

は
、
丁
度
、
清
の
帖
学
派
と
碑
学
派
に
酷
似
し

て
い
る
。

７
、
か
な

　
依
然
と
し
て
御
家
流
が
根
強
い
人
気
で
あ

っ
た
が
、
上
代
様
に
対
す
る
知
識
の
普
及
に
力

を
傾
倒
し
た
「
難
波
津
会
」
が
三
条
梨
堂
、
東

久
世
竹
亭
、
小
杉
榲
邨
、
高
崎
正
風
、
大
口

周
魚
、
阪
正
臣
、
田
中
光
顕
ら
に
よ
っ
て
創

設
。
こ
の
「
難
波
津
会
」
の
運
動
は
、
伝
来
の

御
家
流
に
修
正
を
加
え
る
努
力
を
開
始
し
、
今

日
の
か
な
書
道
の
基
底
を
形
成
す
る
上
に
大

き
く
貢
献
し
た
。
か
な
書
道
に
お
け
る
重
要
な

人
々
は
ほ
と
ん
ど
「
難
波
津
会
」
に
属
し
て
い

た
。
ま
た
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
年
）
に

は
大
口
周
魚
が
西
本
願
寺
か
ら
『
西
本
願
寺
本

三
十
六
人
家
集
』
の
完
本
を
発
見
し
、
平
安
仮

名
の
粋
を
紹
介
し
た
。

（45）

日
下
部
鳴
鶴
と
巻
菱
湖
の
碑
文
原
稿

＊
先
月
号
掲
載
の
写
真
の
「
要
守
孝
」
は
、

　
正
し
く
は
「
楊
守
敬
」
で
す
。

　
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

８
、
建
碑
の
流
行

　
江
戸
時
代
後
期
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て

建
碑
が
流
行
し
、
文
人
た
ち
の
碑
が
多
数
残
っ

て
い
る
。
明
治
二
十
六
年
頃
か
ら
建
碑
ブ
ー
ム

と
な
り
、
日
下
部
鳴
鶴
は
全
国
行
脚
し
、
そ
の

碑
文
は
千
数
百
基
に
及
ぶ
と
い
わ
れ
る
。
巌

谷
一
六
は
鳴
鶴
に
次
ぐ
。
そ
の
他
、
西
川
春
洞
、

柳
田
正
斎
、
長
三
洲
、
野
村
素
軒
、
金
井
金
洞
、

宮
島
詠
士
な
ど
多
数
の
書
家
が
携
わ
っ
た
。
ま

た
、
明
治
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
神
道
碑
が
明
治

か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
八
基
建
て
ら
れ
た
。

　
　-

明
治
初
期
の
政
治
家
の
中
に
は
書
に
通

じ
た
人
物
が
多
く
、
鳥
尾
小
弥
太
や
山
岡
鉄
舟

ら
は
代
表
的
で
あ
る
。
ま
た
、
元
勲
の
中
に
は

能
書
が
多
く
、
勝
海
舟
、
広
沢
真
臣
、
伊
藤

博
文
、
木
戸
孝
允
、
大
久
保
利
通
、
三
条
実
美
、

西
郷
隆
盛
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
大
正
に
入
っ

て
か
ら
も
犬
養
毅
な
ど
に
よ
っ
て
書
の
振
興

が
行
わ
れ
、
神
道
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
政

治
家
も
多
い
。
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十
一
、
大
正
時
代

１
、
大
正
時
代

　
大
正
時
代
は
大
正
天
皇
の
治
世
を
指
し
、
年

数
で
十
五
年
間
・
期
間
は
十
四
年
間
と
日
本
史

で
は
一
番
短
い
時
代
で
あ
る
。
日
本
近
代
史
で

年
号
に
よ
っ
て
時
代
区
分
さ
れ
た
大
正
時
代

は
、
学
術
上
は
絶
対
的
に
認
め
ら
れ
た
時
代
で

は
な
い
。
後
世
で
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
基

づ
い
た
、
明
治
期
に
成
立
し
た
大
日
本
帝
国
と

し
て
の
日
本
の
最
盛
・
安
定
期
と
し
て
見
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
日
本

に
お
け
る
転
換
期
に
当
た
る
。

　
一
九
一
二
年
（
大
正
元
年
）
は
辛
亥
革
命
が

終
わ
っ
て
中
華
民
国
が
成
立
し
た
年
に
当
た

る
。
こ
の
時
期
の
世
界
は
、
第
一
次
世
界
大
戦

が
起
こ
っ
た
時
期
で
も
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し

て
敗
れ
た
帝
国
が
続
々
と
解
体
さ
れ
て
、
ヴ
ァ

イ
マ
ル
共
和
国
な
ど
の
共
和
制
国
家
が
多
数

成
立
し
た
。
大
正
年
間
を
通
じ
て
都
市
に
享
楽

的
な
文
化
が
生
ま
れ
る
反
面
、
ス
ラ
ム
の
形

成
、
民
衆
騒
擾
の
発
生
、
労
働
争
議
の
激
化
な

ど
社
会
的
な
矛
盾
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
大
正
年
間
に
は
、
二
度
に
及
ぶ
護
憲
運
動

（
憲
政
擁
護
運
動
）
が
起
こ
り
、
明
治
以
来
の

藩
閥
支
配
体
制
が
揺
ら
い
で
、
政
党
勢
力
が
進

出
し
た
。
そ
れ
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
呼
ば

れ
て
、
尾
崎
行
雄
・
犬
養
毅
ら
が
そ
の
指
導
層

と
な
っ
た
。
こ
の
時
代
は
、
一
九
一
八
年
（
大

正
七
年
）
の
米
騒
動
の
前
と
後
で
分
け
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、
米
騒
動
後
、
初
め
て
爵
位
を

持
た
ず
、
衆
議
院
に
議
席
を
持
つ
原
敬
が
内
閣

を
組
織
し
た
。

　
し
か
し
、
原
は
そ
の
登
場
期
に
期
待
さ
れ
た

程
の
改
革
も
な
さ
な
い
ま
ま
に
終
わ
り
、
一

青
年
に
よ
り
東
京
駅
で
暗
殺
さ
れ
た
。
普
選

運
動
が
活
発
化
し
て
、
平
塚
雷
鳥
や
市
川
房

枝
ら
の
婦
人
参
政
権
運
動
も
活
発
と
な
っ
た
。

一
九
二
五
年
（
大
正
十
四
年
）
に
は
、
普
通
選

挙
法
が
成
立
し
た
が
、
同
時
に
治
安
維
持
法
が

制
定
さ
れ
た
。
言
論
界
も
活
況
を
呈
し
て
、
君

主
制
と
民
主
主
義
を
折
衷
し
よ
う
と
し
た
吉

野
作
造
の
民
本
主
義
や
美
濃
部
達
吉
の
天
皇

機
関
説
な
ど
が
現
れ
た
。

　
一
九
二
一
年
（
大
正
一
〇
年
）
に
皇
太
子
で

あ
る
裕
仁
親
王
が
大
正
天
皇
の
病
状
悪
化
に

よ
っ
て
摂
政
宮
と
な
っ
た
。
力
強
か
っ
た
時
代

の
明
治
時
代
を
見
直
す
機
運
か
ら
明
治
天
皇

と
昭
憲
皇
太
后
を
祀
る
明
治
神
宮
が
建
立
さ

れ
た
の
も
こ
の
時
で
あ
る
。

　
一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
年
）
に
関
東
大
震

災
が
起
こ
り
、
首
都
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け

た
が
、
程
な
く
復
興
し
た
。
震
災
後
、
山
本
権

兵
衛
内
閣
が
成
立
し
た
。
そ
の
後
、
第
二
次
護

憲
運
動
（
憲
政
擁
護
運
動
）
が
起
こ
り
、
護

憲
三
派
内
閣
と
し
て
加
藤
高
明
内
閣
が
成
立

し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
は
、
ベ
ル
サ
イ

ユ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
に
順
応
的
な
幣
原
外
交

（
加
藤
内
閣
）
が
展
開
さ
れ
、
中
華
民
国
へ
の

内
政
不
干
渉
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
と
国
交
回
復
な

ど
、
一
定
の
ハ
ト
派
・
国
際
協
調
的
な
色
彩
を

示
し
た
。

　
大
正
時
代
は
、
藩
閥
政
治
に
関
わ
り
を
持
っ

た
江
戸
時
代
生
ま
れ
の
人
々
が
引
退
・
他
界
し

て
い
っ
た
時
代
で
、
試
験
選
抜
さ
れ
高
等
教
育

機
関
で
養
成
さ
れ
た
世
代
の
人
々
が
社
会
の

中
枢
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

２
、
書
道
界

　
こ
の
時
代
の
書
道
界
は
、
机
上
の
研
究
か

ら
、
小
さ
い
な
が
ら
も
一
種
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
世
界
を
も
形
成
し
、
盛
ん
な

論
争
が
行
わ
れ
、
展
示
会
が
街
頭
に
進

出
し
て
一
般
の
人
に
話
題
を
提
供
す
る

な
ど
、
次
第
に
近
代
的
な
成
長
を
遂
げ

て
い
く
。

　
書
道
思
想
の
普
及
、
宣
伝
の
新
た
な

方
策
と
し
て
、
明
治
時
代
末
期
か
ら
大

（46）

西
川
春
洞
「
篆
書
王
昌
齡
春
宮
曲
七
絶
軸
」

正
時
代
に
か
け
て
書
道
の
刊
行
物
が
発
行
さ

れ
、
今
日
の
書
道
界
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
運
動
の

先
駆
け
と
な
っ
た
。『
談
書
会
集
帖
』・『
書
苑
』・

『
書
道
及
画
道
』・『
筆
の
友
』・『
書
道
研
究
』・

『
書
勢
』・『
六
朝
書
道
論
』
な
ど
が
発
行
さ

れ
た
。
ま
た
前
田
黙
鳳
は
不
便
な
出
版
事
情

に
あ
っ
て
貧
弱
な
法
帖
出
版
か
ら
出
発
し
て
、

古
典
資
料
の
普
及
に
そ
の
半
生
を
費
や
し
た
。

　
楊
守
敬
よ
り
啓
発
を
受
け
た
日
下
部
鳴
鶴
、

巌
谷
一
六
の
六
朝
書
道
、
ま
た
、
徐
三
庚
に

影
響
さ
れ
た
西
川
春
洞
、
さ
ら
に
中
林
梧
竹

ら
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
明
治
末
か
ら
大
正
に

か
け
て
の
漢
字
書
道
界
は
華
や
か
な
動
き
を

示
し
て
い
る
。

　
か
な
書
道
界
で
も
難
波
津
会
の
啓
蒙
運
動

が
清
新
な
息
吹
を
注
入
す
る
が
、
そ
の
中
で

最
も
大
き
な
出
来
事
は
、
小
野
鵞
堂
を
主
柱

と
す
る
斯
華
会
の
活
動
で
あ
る
。
多
田
親
愛
、

大
口
周
魚
な
ど
が
古
筆
の
領
域
で
研
鑽
を
重

ね
て
い
た
が
、
鵞
堂
は
こ
れ
に
参
画
し
な
が

ら
も
平
安
朝
の
草
仮
名
を
基
底
と
し
て
独
目

の
流
麗
な
ス
タ
イ
ル
を
案
出
し
、
婦
人
た
ち

で
習
字
を
す
る
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
組

織
で
習
う
と
い
う
ほ
ど
の
盛
況
を
呈
し
た
。
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十
二
、
昭
和
時
代

１
、
昭
和
時
代

　
昭
和
天
皇
の
在
位
期
間
で
あ
る
一
九
二
六
年

（
昭
和
元
年
）
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
一
九
八
九

年
（
昭
和
六
十
四
年
）
一
月
七
日
ま
で
。
歴
代

元
号
の
中
で
最
長
で
あ
り
、
外
国
の
元
号
を
含

め
て
も
最
も
長
い
が
、
元
年
と
六
十
四
年
が
共

に
「
七
日
」
な
の
で
、
実
際
は
六
十
二
年
と

十
四
日
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し

た
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
年
）
を
境
に
し
て

近
代
と
現
代
に
区
切
る
こ
と
が
あ
る
。

　
こ
の
日
本
書
道
史
と
し
て
は
第
二
次
世
界
大

戦
前
ま
で
と
す
る
。

２
、
戦
前
の
書

　
西
川
春
洞
門
の
豊
道
春
海
に
よ
る
大
正
末
期

の
「
日
本
書
道
作
振
会
」
の
創
立
を
皮
切
り
に
、

大
規
模
な
書
道
団
体
の
結
成
が
相
次
ぎ
、
そ
の

団
体
に
よ
る
書
道
展
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
日

下
部
鳴
鶴
門
の
比
田
井
天
来
に
よ
る
現
代
書

の
出
現
も
こ
の
時
代
の
特
色
で
あ
る
。
そ
し
て

書
道
に
関
す
る
各
種
の
刊
行
物
が
多
量
に
発
行

さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
書
道
の
普
及
、
発
達

が
著
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。
代
表
的
な
書
家
は
、

西
川
寧
、
日
比
野
五
鳳
、
手
島
右
卿
が
挙
げ
ら

れ
る
。

３
、
豊
道
春
海

　
豊
道
春
海
（
一
八
七
八
年
～
一
九
七
〇
年
）

は
大
正
か
ら
昭
和
に
活
躍
し
た
天
台
宗
の
僧
、

書
家
。
幼
名
は
川
上
寅
吉
、
得
度
後
の
僧
名
は

慶
中
。
別
号
に
龍
渓
、
谷
門
道
人
、
天
門
海
翁

が
あ
る
。
栃
木
県
佐
久
山
町
の
出
身
。

　
一
八
九
〇
年
東
京
浅
草
華
徳
院
住
職
と
な

る
。
九
十
一
年
よ
り
書
を
西
川
春
洞
に
学
ん

で
、
六
朝
風
の
楷
書
に
独
自
の
書
風
を
作
り
出

し
た
。
一
九
一
四
年
、
東
京
大
正
博
覧
会
で

千
字
文
が
銀
牌
と
な
る
。
同
年
瑞
雲
書
道
会
を

主
宰
、
一
九
三
〇
年
に
泰
東
書
道
院
を
設
立

し
、
戦
後
は
日
本
書
道
美
術
院
創
立
に
尽
力

し
、
一
九
四
七
年
日
展
に
五
科
〈
書
部
門
〉
を

設
置
。
一
九
四
七
年
に
院
芸
術
院
会
員
と
な
り
、

六
十
二
年
天
台
宗
大
僧
正
、
一
九
六
三
年
大
田

原
市
の
初
代
名
誉
市
民
、
一
九
六
七
年
に
は
文

化
功
労
者
に
選
ば
れ
た
。

４
、
西
川 

寧

　
西
川 

寧
（
一
九
〇
二
年
～
一
九
八
九
年
）
は
、

二
十
世
紀
を
代
表
す
る
日
本
の
書
家
、
金
石
学

者
、
中
国
文
学
者
、
文
学
博
士
。
明
治
の
大
家
、

西
川
春
洞
の
三
男
と
し
て
東
京
に
生
ま
れ
る
。

昭
和
の
三
筆
の
一
人
。
現
代
の
書
壇
に
最
も
影

響
を
及
ぼ
し
、
書
の
巨
人
と
呼
ば
れ
、
印
象
的

な
作
品
を
多
数
残
し
た
。

　
一
九
三
三
年
、
林
祖
洞･

江
川
碧
潭･

鳥
海

鵠
洞･

金
子
慶
雲
と
慎
書
道
会
を
創
立
。
清
の

書
家
・
趙
之
謙
に
傾
倒
し
、
一
九
三
八
年
か
ら

四
十
年
ま
で
外
務
省
在
外
特
別
研
究
員
と
し
て

北
京
に
留
学
し
、
山
西
・
河
南
・
山
東
省
な
ど

各
地
の
史
蹟
・
古
碑
を
訪
ね
、
一
九
四
七
年
よ

り
六
十
二
年
ま
で
東
京
国
立
博
物
館
調
査
員
と

な
り
、
北
京
で
中
国
文
学
、
金
石
学
、
中
国
書

法
を
調
査
研
究
し
た
。
一
九
五
九
年
東
京
教
育

大
学
教
授
、
一
九
六
〇
年
「
西
域
出
土
晋
代
墨

蹟
の
研
究
」
で
文
学
博
士
、
一
九
六
四
年
國
學

院
大
學
、
東
京
大
学
文
学
部
講
師
。
一
九
八
五

年
に
書
家
と
し
て
初
め
て
文
化
勲
章
を
受
章
。

没
年
に
、正
三
位
勲
一
等
瑞
宝
章
を
追
贈
さ
れ
た
。

５
、
手
島 

右
卿

　
手
島
右
卿
（
一
九
〇
一
年
～
一
九
八
七
年
）

高
知
出
身
の
書
家
。
一
九
一
五
年
、
川
谷
尚
亭

の
門
を
た
た
き
、
師
逝
去
の
後
上
京
。
比
田
井

天
来
の
門
下
と
な
る
。
大
日
本
書
道
院
第
一
回

展
で
天
来
の
単
独
審
査
を
手
伝
う
な
ど
、
次
第

に
頭
角
を
現

し
、
以
後
日

展
の
参
事
や

審
査
員
、
文

部
省
指
導

書
編
集
委
員

な
ど
を
歴
任
。

「
書
は
人
間
の

霊
知
の
所
産

で
あ
る
」
と

し
て
、
東
洋

（47）

的
な
精
神
性
と
現
代
感
覚
を
融
合
し
た
「
象
書
」

を
創
始
。
空
海
な
ど
の
古
法
を
基
に
確
立
さ
れ

た
小
字
数
書
の
能
書
家
。
一
九
五
八
年
、
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
万
国
博
覧
会
「
近
代
美
術
の
五
十
年

展
」
に
日
本
代
表
と
し
て
富
岡
鉄
斎
、
梅
原
龍

三
郎
、
井
上
有
一
と
と
も
に
指
定
出
品
さ
れ
た

「
抱
牛
」
は
、
最
高
殊
勲
金
星
を
受
け
、
一
躍
世

界
の
注
目
を
集
め
、
書
道
芸
術
の
国
際
的
評
価

を
高
め
る
契
機
と
な
る
。

　
《
中
国
・
日
本
書
道
史
参
考
文
献
》

・『
書
跡
名
品
叢
刊
』（
二
玄
社
）

・『
中
国
法
書
選
』（
二
玄
社
）

・『
原
色
法
帖
選
』（
二
玄
社
）

・『
和
漢
書
道
史
』藤
原
鶴
来（
二
玄
社
）

・『
日
本
名
筆
選
』（
二
玄
社
）

・『
原
色
か
な
手
本
』（
二
玄
社
）

・『
中
国
書
道
史
年
表
』玉
村
霽
山（
芸
術
新
聞
社
）

・『
日
本
書
道
史
年
表
』名
児
耶
明（
芸
術
新
聞
社
）

・『
書
の
古
典
美
』飯
島
春
敬（
書
芸
文
化
新
社
）

・『
日
本
書
道
史
』名
児
耶
明（
芸
術
新
聞
社
）

・『
墨
』各
号（
芸
術
新
聞
社
）

・『
図
説
日
本
書
道
史
』（
墨
ス
ペ
シ
ャ
ル
、
芸
術

新
聞
社
）

・『
日
本
書
道
史
』中
田
勇
次
郎
、
書
道
芸
術
別
巻

（
中
央
公
論
社
）

・『
日
本
書
史
』石
川
九
楊（
名
古
屋
大
学
出
版
会
）

・『
近
代
書
史
』石
川
九
楊（
名
古
屋
大
学
出
版
会
）

・
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

手島右卿「抱牛」
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